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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　皮膚に適用するための転換性接着剤組成物であって、重量比率にて
　２０％～９８％の、結合硬化性基を有しない接着剤成分と、
　２％～８０％の硬化性分子と、
　０．０５％～１０％の光開始剤とを含み、
　前記接着剤成分の重量比率は乾燥重量を基に計算されており、
　前記硬化性分子は前記接着剤成分に対して結合しておらずかつ前記硬化性分子は５００
Ｄａを超える分子量を有している、
　混合物である転換性接着剤組成物。
【請求項２】
　前記硬化性分子は１０００Ｄａを超える分子量を有している、請求項１に記載の転換性
接着剤組成物。
【請求項３】
　前記硬化性分子は１５００Ｄａを超える分子量を有している、請求項１に記載の転換性
接着剤組成物。
【請求項４】
　前記接着剤成分及び前記硬化性分子が乾燥状態にて互いに可溶性である、請求項１～３
のいずれかに記載の転換性接着剤組成物。
【請求項５】
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　重量比率にて
　４０％～９８％の接着剤成分と、
　２％～６０％の硬化性分子と、
　０．５％～５％の光開始剤とを含む混合物である請求項１～４のいずれかに記載の転換
性接着剤組成物。
【請求項６】
　重量比率にて
　６０％～９５％の接着剤成分と、
　５％～４０％の硬化性分子と、
　０．５％～５％の光開始剤とを含む混合物である請求項１～５のいずれかに記載の転換
性接着剤組成物。
【請求項７】
　重量比率にて
　７０％～８５％の接着剤成分と、
　１５％～３０％の硬化性分子と、
　１％～３％の光開始剤とを含む混合物である請求項１～６のいずれかに記載の転換性接
着剤組成物。
【請求項８】
　前記接着剤成分が接着剤の混合物である、請求項１～７のいずれかに記載の転換性接着
剤組成物。
【請求項９】
　混合物である前記接着剤成分が、ポリアクリレート、ポリウレタン及びポリシリコーン
からなる群から選択されたベース接着剤成分を有する、請求項８記載の転換性接着剤組成
物。
【請求項１０】
　前記ベース接着剤成分がポリアクリレートである、請求項９に記載の転換性接着剤組成
物。
【請求項１１】
　前記硬化性分子が不飽和化合物である、請求項１～１０のいずれかに記載の転換性接着
剤組成物。
【請求項１２】
　前記硬化性分子が、アルコール、グリコール、ペンタエリトリトール、トリメチルプロ
パン、グリセロール、ビスフェノールＡエポキシド、脂肪族エポキシド、芳香族エポキシ
ド、脂肪族ウレタン、芳香族ウレタン、シリコーン、ポリエステル及びポリエーテル並び
にこれらのエトキシレート種又はプロポキシレート種のアクリル酸エステル又はメタクリ
ル酸エステル、並びにこれらによる混合物、からなる群から選択される、請求項１１に記
載の転換性接着剤組成物。
【請求項１３】
　前記光開始剤が、チタノセン光開始剤、チオニン／トリエタノール－アミンを含む色素
／共開始剤系、色素／ホウ酸塩系、並びにカンファキノン／三級アミンを含む色素／パー
オキサイド系及び1,2－ジケトン／共開始剤系、からなる群から選択される、請求項１～
１２のいずれかに記載の転換性接着剤組成物。
【請求項１４】
　前記光開始剤が可視光に対して反応する、請求項１～１３のいずれかに記載の転換性接
着剤組成物。
【請求項１５】
　前記転換性接着性組成物の、転換後における引き剥がし力の低下が３０～９８％である
、請求項１～１４のいずれかに記載の転換性接着剤組成物。
【請求項１６】
　前記転換性接着性組成物の、転換後における引き剥がし力の低下が５０～９５％である
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、請求項１５に記載の転換性接着剤組成物。
【請求項１７】
　請求項１～１６のいずれかに記載の転換性接着剤組成物を、接着性被覆物の製造におい
て用いる、転換性接着剤の使用方法。
【請求項１８】
　請求項１～１６のいずれかに記載の転換性接着剤組成物を少なくとも一面上にコーティ
ングした支持層を有する接着性医療用被覆材。
【請求項１９】
　前記支持層が、光遮蔽層と、透明又は半透明の層とを有する、請求項１８に記載の接着
性医療用被覆材。
【請求項２０】
　前記支持層が、除去可能な光遮蔽層と、透明又は半透明の層とを有し、前記透明又は半
透明の層は、前記転換性接着剤組成物の層と前記光遮蔽層の間に位置する、請求項１９に
記載の接着性医療用被覆材。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、接着剤に関し、特に、圧力感知接着剤であって、粘着状態から非粘着状態と
なる「転換性」があることにより、その転換性接着剤が低い引き剥がし強度を呈するもの
に関する。さらに本発明は、転換性接着剤を製造する方法及び転換性接着剤を有する製品
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特に、本発明は、脆弱な表面に対して強力な接着が必要とされる場合に利益をもたらす
ものである。接着後に脆弱な表面から剥離することが必要となる場合に、この接着剤は低
粘着状態に転換し、脆弱な表面を傷付けることなくその表面から除去することができる。
【０００３】
　所与の接着性製品、接着性の外科用又は内科用の被覆材及び包帯等は、通常、圧力感知
接着剤の層を有する。しかしながら、汎用的な接着性被覆材及び／又は包帯は、患者の皮
膚から取り除かれるとき、しばしば患者に対して局所的な損傷や痛みを生じさせる。これ
は、特に、接着性の包帯等を身体の同じ部分に繰り返し長期間装着する必要のある長期条
件の患者には深刻である。例えば、人工肛門患者である。脆弱な皮膚をもつ患者、特に老
人や子供にとっても同様である。
【０００４】
　従って、汎用的な接着剤を用いた被覆材に比べて、例えば、接着の引き剥がし強度を低
減でき、よって被覆材を取り除く際に患者の皮膚に局所的な損傷をほとんど与えないよう
な接着性被覆材を実現することに対する要望がある。さらに、引き剥がし強度の低減が、
短時間に、すなわち数秒から数分の間に制御される方法で実現できるような接着性被覆材
を実現することに対する要望がある。
【０００５】
　便宜上、「転換性」という用語は、粘着状態から非粘着状態に、より正確には低粘着状
態に変化可能である接着剤に関して用いられる。「低粘着」という表現が相対的な用語で
あることを踏まえると、ここでは、接着性が、転換後にその粘着状態から到達する最小の
粘着度の状態を意味するものと定義する。引き剥がし力の低減は、最大９９％から最小３
０％の場合がある。典型的には、引き剥がし力の低減は、７０～９０％である。
【０００６】
　公知の転換性接着剤の例は、特許文献１～４に見られ、これらは、水と接触すると粘着
性が低下する、すなわち転換性の接着剤を開示する。しかしながら、このような接着剤は
、創傷被覆材であって患者の創傷を乾燥状態とする必要のある場合に用いるには不適当で
ある。
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【０００７】
　紫外線転換性接着剤は、特許文献５～９に開示されている。これらの文献に開示された
接着剤は、高線量の紫外線照射を必要とし、また、皮膚接触を必要とする医療用途で用い
る場合に毒性があるとされる光開始剤と連係して用いる必要があるという欠点を有する。
患者を過度の紫外線照射に曝すことは望ましくないため、上述の特許は、低線量の紫外線
照射により、あるいはより好適には可視光照射により引き剥がし強度を低減可能な転換性
接着剤の要件を充たさない。
【０００８】
　特許文献１０～１２は、とりわけ可視光に暴露されたときに転換する、すなわち可視光
転換性の、又は低線量の紫外光に暴露されたときに転換可能な接着剤を開示する。これら
の文献に開示された可視光転換性接着剤、又は、低線量紫外光転換性接着剤は、一般的に
、アルキルアクリレート、アクリル酸、及び／又は、これに結合する硬化性成分により「
修飾された」若しくは官能化されたフリーラジカル重合可能なビニル成分の共重合体をベ
ースとするアクリル接着剤を有するものである。典型的な結合硬化性成分は、アントラセ
ン、桂皮酸塩、マレイミド、クマリン、アクリレート、及び／又は、メタクリレートから
誘導されたものである。
【０００９】
　特許文献１３は、紫外線硬化性圧力感知接着剤組成物であって、３６５nmにおけるモル
吸光率が少なくとも１０００mol-1.cm-1であり最大吸収波長が長波長側で少なくとも４２
０nmである光開始剤を有する組成物と、光透過性の基材フィルム上に配置された接着剤組
成物の層を有する接着シートとを開示する。この圧力感知接着シートは、紫外光に曝すこ
とにより、低強度若しくは短時間で硬化可能である。このことは、半導体ウェハの処理、
調整又は表面保護のためのシートとしてエネルギー節減及び生産性向上に寄与する。
【００１０】
　特許文献１４は、例えば紫外線又は電子線等のイオン化線の照射により硬化可能な接着
剤を有する接着テープであって、照射線透過基板上に形成された照射線硬化性接着層を備
えている接着テープを開示する。照射線硬化性接着層は、アクリル接着剤、炭素－炭素二
重結合をもつ化合物及びシリコーンアクリレート化合物からなる。この照射線硬化性テー
プは、直接的なピックアップシステムを採用した半導体ウェハ、セラミック及びガラスの
製造における処理ステップで利用可能である。
【００１１】
　特許文献１５は、エネルギー線硬化性圧力感知接着剤組成物であって、エネルギー線重
合可能な基を側鎖にもつ少なくとも２つのエネルギー線硬化性共重合体を有する組成物を
開示する。この接着剤組成物は、エネルギー線の照射前には十分な接着強度をもち、照射
により、引き剥がし後に被接着物上に残る接着剤残量が極めて少量となるような程度に硬
化可能である。この組成物は、展開ステップにおける優れた展開性とピックアップ時にお
ける優れた認識性を備えている。さらに、この組成物は、結合ステップにおけるピックア
ップ強度が非常に小さいことから、展開ステップの実行とは無関係に高い作業効率を実現
する。
【００１２】
　特許文献１６は、圧力感知接着剤組成物であって、アクリル共重合体(A)、エネルギー
線重合可能なウレタンアクリレートオリゴマー(B)及び１つのアクリロイル基又はメタク
リロイル基を各分子内にもつエネルギー線重合可能化合物(C)を有する。好適には、この
組成物がさらに、可塑剤(D)、架橋剤(E)、及び／又は、光重合開始剤(F)を必要に応じて
含む。この圧力感知接着剤組成物は、エネルギー線照射前には十分な圧力感知接着度及び
初期接着性を有し、そして照射後には、その接着強度が急激に低減する一方でその弾性は
維持する。この圧力感知接着剤組成物は、ダイシング（切り出し）に続く展開ステップに
おいて優れたチップ配列性を確保できるといわれている。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【００１３】
【特許文献１】米国特許第5,032,637号明細書
【特許文献２】米国特許第5,352,516号明細書
【特許文献３】米国特許第4,331,576号明細書
【特許文献４】米国特許第5,182,323号明細書
【特許文献５】米国特許第4,286,047号明細書
【特許文献６】米国特許第4,968,559号明細書
【特許文献７】米国特許第5,118,567号明細書
【特許文献８】米国特許第5,187,007号明細書
【特許文献９】特許第3043988号公報
【特許文献１０】欧州特許第0863775号明細書
【特許文献１１】米国特許第6,184,264号明細書
【特許文献１２】米国特許第6,610,762号明細書
【特許文献１３】米国特許出願公開第2004/0019127号公報
【特許文献１４】米国特許第4,999,242号明細書
【特許文献１５】米国特許第5,942,578号明細書
【特許文献１６】米国特許第5,955,512号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　結合硬化性基により官能化された接着剤を使用することの問題点の１つは、合成の困難
さである。幾つかの従来の官能化接着剤の重合では、以下の（ａ）（ｂ）を目的として複
数の溶媒を使用する必要がある。
　（ａ）医療用接着剤として用いるために十分に高い分子量と低いモノマー濃度をもつポ
リマーを生成すること。
　（ｂ）官能化成分とポリマー主鎖の間の反応を生じさせること。
【００１５】
　複数の溶媒を必要とし、そしてそれゆえに溶媒交換ステップを必要とする接着剤製造プ
ロセスは、複雑で、時間を要しかつ費用のかかるものとなる。廃溶媒の廃棄についての環
境的な問題もあり得る。
【００１６】
　本発明は、公知の転換性圧力感知接着方式における上記の問題点の観点からなされたも
のであって、以下の（１）～（６）の利点を実現するものである。
（１）転換率、転換時間、引き剥がし強度等の性能の調整が、新規の接着性ポリマーを合
成するのではなく、混合物の材料を変化させることにより、又は、それらの濃度を変化さ
せることにより、容易かつより迅速に行われること。
（２）上述の従来技術における転換性接着剤を合成するための製造時間は数日間であるの
に対し、混合物をベースとする転換性接着剤組成物の製造時間が数時間であること。
（３）結合硬化性基をもつ転換性接着剤において得られる硬化性基の数に比べて、混合物
をベースとする転換性接着剤組成物においてより多くの硬化性分子を用いることにより、
粘着性をより大きく低減できる一方、転換時間を分単位ではなく秒単位に短縮できること
。
（４）最も高価な要素である光開始剤の濃度を、従来の転換性接着剤で必要な光開始剤の
量に比べて大きく低減できること。
（５）本発明による転換性接着剤組成物が、市販の材料を用いて極めて低価格で製造でき
、かつ、豊富なバリエーションで供給でき、転換性接着剤組成物の最終コストが、「室内
」合成された転換性接着ポリマーに比べて極めて小さいこと。
（６）転換可能接着ポリマーをベースとする転換性接着剤組成物よりも混合物をベースと
する転換性接着剤の方が、いずれの化学反応も生じない雰囲気温度の下で行われるので製
造容器内でのゲル化や発熱反応の暴走のリスクを最小限とできるため、製造の危険性が極
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めて少ないこと。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　本発明の一実施例は、多数の溶媒を使用することなく改良された転換性接着剤組成物を
実現する。本発明の一実施例は、粘着状態から非粘着状態へ比較的短時間で変化が進む改
良された転換性接着剤組成物を実現する。本発明の一実施例は、紫外線への暴露を必要と
することなく可視光に暴露することにより粘着状態から非粘着状態へ変化が進む改良され
た転換性接着剤組成物を実現する。
【００１８】
　第一の態様において、本発明は、重量比率にて２％～８０％の硬化性分子及び０．０５
％～１０％の光開始剤と、残部である接着剤成分及び付随的成分とからなる混合物を有す
る圧力感知転換性接着剤組成物である。好適には、接着剤成分と硬化性分子は、乾燥状態
にて互いに可溶性である。しかし、上記の接着剤成分と硬化性分子が乾燥状態にて互いに
不溶であっても、硬化性分子が接着剤成分中に均一に分散している場合は良好な結果が得
られる。
【００１９】
　混合物中に存在する接着剤成分の量は、重量比率にて好適には４０％～９８％、より好
適には６０％～９５％、そして最も好適には７０％～８５％の範囲である。混合物中に存
在する硬化性分子の量は、重量比率にて好適には２％～６０％、より好適には５％～４０
％、最も好適には１５％～３０％の範囲である。混合物中に存在する光開始剤の量は、重
量比率にて好適には０．５％～５％、より好適には１％～３％の範囲である。好適には、
光開始剤もまた、接着剤成分と硬化性分子の乾燥状態の混合物中に可溶である。しかし、
溶解していないが乾燥状態の混合物中に細かく分散している場合は、活性化させる光源に
暴露することによりその硬化開始作用を発揮することができるであろう。
【００２０】
　接着剤成分の重量比率は、ここでは、その乾燥重量におけるものであり、市販のバルク
接着剤中に通常存在し得るいかなる溶媒も排除している。
【００２１】
　所与の実施例においては、接着剤成分の重量比率は、以下の最小値（この値を含む）の
うちの１つから、以下の最大値（この値を含む）のうちの１つまで、となる。最小値は、
２０％、３０％、４０％、５０％、６０％及び７０％であり、最大値は、９８％、９５％
、９０％及び８５％である。所与の実施例においては、硬化性分子の重量比率は、以下の
最小値（この値を含む）のうちの１つから、以下の最大値（この値を含む）のうちの１つ
まで、となる。最小値は、２％、５％、１０％及び１５％であり、最大値は、８０％、７
０％、６０％、５０％、４０％及び３０％である。所与の実施例においては、光開始剤の
重量比率は、以下の最小値（この値を含む）のうちの１つから、以下の最大値（この値を
含む）のうちの１つまで、となる。最小値は、０．０５％、０．１％、０．２％、０．５
％及び１．０％であり、最大値は、１０％、５％、４％及び３％である。
【００２２】
　付随的成分は、１又は複数の安定剤、粘着付与剤、光散乱粒子、防カビ剤、着色剤、保
水剤等である。
【００２３】
　接着剤成分は、コアすなわち核から延びるポリマー鎖をもつ親水コロイドであってもよ
く、その場合、乾燥状態で接着剤成分と硬化性分子が互いに可溶性であるという場合は、
硬化性分子とポリマー鎖が互いに可溶性であるという意味で理解すべきである。親水コロ
イドベースの医療用被覆材は、皮膚及び外傷の処置に使用可能である。最初に皮膚に接触
させたとき、乾燥した親水コロイドは皮膚に対して僅かに接着するのみであるが、皮膚か
ら速やかに吸湿すると、より粘着性となる。
【００２４】
　本発明の転換性接着剤組成物の調製方法は、極めて簡易である。接着剤成分、硬化性分
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子（モノマー及び／又はオリゴマー）及び光開始剤を混ぜ、暗所にて又は赤色光条件下で
、最も簡便には室温にて約３０分～６０分の間撹拌する。接着剤成分は通常、溶液（通常
、重量比率にて４０％～６０％の固体）で供給される。硬化性分子は、通常、溶媒無しで
あるが、高粘度の幾つかの硬化性分子は溶媒に入れてもよい。光開始剤は、通常、固体で
あり、この系において溶解及び／又は分散が最も困難な成分である。
【００２５】
　混合撹拌の完了に続いて、得られた溶液を剥離ライナー上に所定の厚さで拡げる。典型
的には、濡れた状態で約６０μmの厚さとする。そしてその後、室温で約１０分間乾燥さ
せるために放置する。剥離ライナーは、表面に適宜のシリコーン油を塗布したポリエチレ
ンコーティング紙でもよい。拡げられた接着剤組成物は、その後さらに８０℃～１５０℃
で３分～１０分乾燥させられる。必要であれば、これよりやや高い温度及び長い乾燥時間
としてもよい。乾燥後、拡げられた接着剤組成物の厚さは、通常、約３０μmとなる。
【００２６】
　乾燥した接着剤組成物は、その後、引き剥がし強度及び転換性評価のために、担体フィ
ルム等の試験基板上に移される。
【００２７】
　別の実施例として、乾燥した接着剤組成物を、例えば、ポリエチレン又はポリウレタン
のフィルムの巻き取り紙である創傷被覆材用の材料上に移してもよい。それらの材料は、
任意であるが、多孔性の布又は織布若しくは不織布でもよい。
【００２８】
　医療用被覆材又は類似の用途においては、接着剤成分が、形状をもつ本体、薄い壁又は
コーティングを形成可能なポリマーの中から選択されてもよい。適切なポリマーは、生物
学的かつ薬学的に適合可能であり、低アレルギー性であり、かつ、その被覆材が接触する
体液や体組織に不溶かつ適合性があるものである。
【００２９】
　接着剤組成物のポリマーの層を搭載するための光透過性材料の例としては、ポリエチレ
ン、ポリプロピレン、ポリウレタン、エチレン／プロピレン共重合体、エチレン／エチル
アクリレート共重合体、エチレン／ビニルアセテート共重合体、シリコーンエラストマー
、特に医療グレードのポリジメチルシロキサン、ネオプレンゴム、ポリイソブチレン、ポ
リアクリレート、塩素化ポリエチレン、ポリビニルクロライド、ビニルクロライド／ビニ
ルアセテート共重合体、架橋ポリメタクリレートポリマー（ハイドロゲル）、ポリビニリ
デンクロライド、ポリエチレンテレフタレート、ブチルゴム、エピクロロヒドリンゴム、
エチレン／ビニルアルコール共重合体、エチレン／ビニルオキシエタノール共重合体；例
えば、ポリシロキサン／ポリカーボネート共重合体、ポリシロキサン／ポリエチレンオキ
サイド共重合体(例えばポリシロキサン／エチレン共重合体)、ポリシロキサン／アルキレ
ンシラン共重合体(例えばポリシロキサン／エチレンシラン共重合体)等のシリコーン共重
合体；
　例えば、メチル若しくはエチルセルロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、及
びセルロースエステル等のセルロースポリマー；ポリカーボネート；ポリテトラフルオロ
エチレン等がある。
【００３０】
　接着剤成分は、水溶性でもよいが、ほとんどの場合は有機溶媒に対して可溶性であり、
それゆえにエチルアセテート、ヘキサン、トルエン、アセトン等の有機溶媒による溶液と
して市販されている。好適な接着剤成分は、ポリアクリレート、ポリウレタン及びポリシ
リコーンである。特に、ポリアクリレートが好適である。ポリアクリレートとは、アクリ
レート、メタクリレート及びアクリレート共重合体の接着剤を意味する。確かに、アクリ
レート共重合体の接着剤成分は最も好適であり、例えば、アルキルアクリレート共重合体
である。
【００３１】
　如何なる汎用の公知の接着剤も、接着剤成分として使用可能である。その中には、天然
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ゴム、ポリイソプレン及びその誘導体等の不飽和基をもつ接着剤も含まれる。
【００３２】
　好適には、硬化性分子及び接着剤成分は、乾燥状態で、すなわち溶媒の無い状態で互い
に可溶性である。別の例として、接着剤成分と硬化性分子が乾燥状態で互いに可溶性でな
い場合、又は、部分的にのみ互いに可溶性である場合は、これらが組成物中に均一に分散
されている。通常、接着剤成分（接着剤成分として接着剤の混合物が用いられる場合はベ
ースとなる接着剤成分）は、ポリアクリレート、ポリウレタン及びシリコーンの接着剤か
ら選択される。
【００３３】
　広い意味では、如何なる汎用の公知の不飽和化合物も、硬化性分子として使用できる。
しかし、好適例では、単独で又は混合物として使用される硬化性分子は、アルコール、グ
リコール、ペンタエリトリトール、トリメチルプロパン、グリセロール、脂肪族エポキシ
ド、ビスフェノールＡエポキシドを含む芳香族エポキシド、脂肪族ウレタン、シリコーン
、ポリエステル及びポリエーテル並びにこれらのエトキシレート種又はプロポキシレート
種のアクリル酸エステル又はメタクリル酸エスエルである。
【００３４】
　最も有効なものは、１より多い、すなわち単官能基より多い不飽和サイトをもつ硬化性
分子である。４又はそれ以上の多官能基は特に有効である。なぜなら、このタイプの硬化
性分子は、後述する転換における重要特性である高架橋三次元ポリマーネットワークを形
成できるからである。さらに、多官能基をもつ多くの硬化性分子は、通常、妥当な価格で
入手できるからである。
【００３５】
　光開始剤は、硬化性分子中のラジカル重合反応を促進するために、例えば可視光等の穏
やかな条件下でラジカル種を生成できるものであれば、どのような種であってもよい。結
果的に、光開始剤が可視光への暴露により活性化するとき、硬化性分子は他の硬化性分子
と化学結合を形成して、ポリマー架橋を生じる。このような架橋の効果は、接着剤成分の
ポリマー鎖を絡み合わせた三次元ポリマーネットワークを構築することである。それによ
り、それらの運動性と自由体積を低減する。別の例として、光開始剤は、長波長紫外線の
穏和な条件下でラジカル種を生成するものでもよい。
【００３６】
　複数の官能性をもつ硬化性分子は、高架橋三次元ポリマーネットワークを容易に形成可
能であるので、良好な転換特性を呈する。転換性接着剤組成物の接着強度が低減しかつ低
粘着性となることにより、接着された表面から容易に引き剥がすことが可能となる。
【００３７】
　転換性接着剤組成物の混合物はさらに、貯蔵中の硬化性分子の自発架橋を避けるために
添加される安定剤を含めてもよい。このような安定剤の例は、ヒドロキノンである。例え
ば、メトキシフェノール（しばしばヒドロキノンモノエチルエーテルと称される）、又は
、1－ピペリジニルオキシ－4,4'－[(1,10－ジオキソ－1,10－デカンジイル)ビス(オキシ)
]ビス[2,2,6,6－テトラメチル]（1-Piperidinyloxy-4,4'-[1,10-dioxo-1,10-decanediyl)
 bis (oxy)] bis [2,2,6,6-tetra methyl]）　及び　ペンタエリトリトールテトラキス(3
－(3,5－ジ－三級ブチル－4－ヒドロキシフェニル)プロピネート)（Pentaerythritol tet
rakis(3-(3,5-di-tert-butyl-4-hydroxyphenyl)propionate)）である。
【００３８】
　転換性接着剤組成物の混合物はさらに、光増感剤を含めてもよい。光増感種はしばしば
、光開始剤からのスペクトルの異なる部分でエネルギーを吸収するので、光増感剤を混合
物に含有させることにより、光源のより有効な利用を実現できる。多くの光増感剤は、ス
ペクトルの可視部分を吸収する錯体有機分子である。
【００３９】
　転換性接着剤組成物の混合物はさらに、接着剤組成物の混合物における照射効果を高め
るために光散乱粒子を含有してもよい。好適には、光散乱粒子が、シリカ粉、アルミナ粉
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、シリカ－アルミナ粉、又はマイカ粉等の無機化合物であって、粒子サイズは１０nm又は
それ以上であり、通常は１μmまでである。
【００４０】
　一般的に知られたいずれのフリーラジカル光開始剤も使用可能である。特に好適なもの
は、可視光照射により反応する光開始剤である。しかしながら、用途に応じて短波長下で
反応する光開始剤も本発明の接着剤組成物に使用可能である。従って、挙げられるフリー
ラジカル光開始剤としては、チタノセン光開始剤；例えば、チオニン／トリエタノール－
アミン等の色素／共開始剤系；色素／ホウ酸塩系；カンファキノン／三級アミン等の色素
／パーオキサイド系及び1,2－ジケトン／共開始剤系がある。
【００４１】
　可視光の光開始剤（ＵＶ及び可視の両スペクトルの光を吸収するのでIrgacure(登録商
標)784を含む）の例としては、ベンジルジメチルケタル；フェナントレンキノン；チタノ
セン（Irgacure(登録商標)784はその一例）；ビス(2,4,6－トリメチル－ベンゾイル)－フ
ェニルホスフィンオキシドがある。
【００４２】
　紫外線の光開始剤の例としては、ベンゾイン、及びベンゾインのエチル、イソプロピル
又はイソブチルエーテル；ベンゾフェノン、及びヒドロキシ又はメチルベンゾフェノン；
2－メチル－1[4－(メチルチオ)フェニル]－2－モルホリノプロパン－1－ワン；アセトフ
ェノン及び4'－フェノキシアセトフェノン；ベンゾイル－ビフェニル；ベンジル；アニソ
イン、並びにIrgacure(登録商標)651（ベンジルジメチルケタル）又はIrgacure(登録商標
)907（2－メチル－1－[4－(メチルチオ)フェニル]－2－モルホリノプロパン－1－ワン）
等のIrgacure(登録商標)；又は、Uvaton(登録商標)8302（2,2－ジエトキシ－1,2－ジフェ
ニルエタノン）等のUvaton(登録商標)がある。
【００４３】
　幾つかの光開始剤はホスフィン化合物を含んでおり、これを皮膚に用いることは医療規
制機関により認可されない。しかしながら、ホスフィン含有光開始剤は、他の非医療用途
においては使用可能である。
【００４４】
　医療用途のための好適なフリーラジカル光開始剤は、チタノセン開始剤であり、例えば
、ビス(eta5－シクロペンタジエニル)－ビス(2,6－ジフロロ－3－[ピロル－１－イル]－
フェニル)チタニウムであり、Ciba GeigyによりIrgacure(登録商標)784として英国で販売
されている。
【００４５】
　本発明は、接着性被覆材に用いることに限定されない。他の技術的用途例としては、表
１に示すものがある。
【００４６】
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【表１】

【００４７】
　混合物中の硬化性分子はフリーラジカル反応を介して反応することが好適であるが、硬
化性分子の反応が適切な光開始剤を用いることにより可視光で開始されることが最も好適
である。よって、使用される光の波長は７００nm未満でもよく、例えば４００nm～７００
nm、特に５５０nm未満が好適である。
【００４８】
　使用する光の線量は、転換性接着剤組成物に依存して変化する。可視光転換性接着剤組
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成物を用いる場合、周囲光を用いることが可能であるので、線量は、周囲の照明条件によ
り変化する。ＵＶ光を用いる場合、線量は一般的に０．４mW・cm－１である。
【００４９】
　第二の態様において、本発明は、本発明の第一の態様の転換性接着剤組成物を組み込ん
だ素材又は製品を提供する。特に、素材としては、応急製品、オストミー素材、静脈(Ｉ
Ｖ)テープ、他の外科用テープ及び接着包帯、治療薬を皮膚投与するパッチ、皮膚遮蔽製
品、創傷被覆材等の医療用素材がある。
【００５０】
　医療用途のために、転換性接着組成物に用いる硬化性分子は、５００ダルトン(Da)を超
える分子量が好適であり、１０００Daを超える分子量がさらに好適であり、１５００Daを
超える分子量が最も好適である。このサイズの分子は、一般に皮膚吸収されることができ
ないと考えられているため、弊害がほとんどない。
【００５１】
　本発明の転換性接着剤組成物の混合物は、好適には、圧力感知接着剤（ＰＳＡ）であり
、特に上述の接着性医療用素材の製造に有利である。この転換性接着剤組成物はさらに、
例えば、マスキングテープ、ステンシル等の引き剥がし可能であることが必要な他の汎用
製品の製造に有利である。
【００５２】
　本発明のさらに別の特徴によれば、接着性被覆材が、少なくとも一つの表面上に上述の
転換性接着剤組成物をコーティングされた支持層を有するものとして提供される。転換性
接着剤組成物のコーティングは、連続的なコーティングでも、非連続的なコーティングで
もよく、例えば、所定のパターンで転換性接着剤組成物を塗り拡げたものでもよい。非連
続的コーティングは、例えば、通気性を良くする効果があり、「呼吸可能な」創傷被覆材
及び外科用テープとするために寄与する。
【００５３】
　支持層は、光遮蔽層と、透明又は半透明層とを有することが好適である。「光遮蔽層」
という用語は、特に、光開始剤が吸収する波長範囲において遮蔽性である層を意味する。
特に、可視光を遮蔽する光遮蔽層が好適である。光遮蔽層と透明層が、類似材料からなる
場合、一対の加熱ローラーの間隙で一緒に軽くプレスすることにより同時にラミネートす
ることができる。別の例として、双方の表面を併せて引き剥がし強度の小さい接着剤で互
いに接合させてもよい。好適には、光遮蔽層が、透明層に対向する面上に低引き剥がし強
度の接着剤を有しており、そしてこれらの層が引き剥がされたとき、低引き剥がし強度の
接着剤が光遮蔽層に付着して残るようにする。
【００５４】
　支持層の通気性は、透水性を妨げないようにしなければならない。そうでなければ、被
覆材の下で皮膚が非常に湿潤状態となってしまう。このことは、皮下組織に対して有害と
なる可能性があり、かつ／又は、被覆材の接着性が早期に失われる可能性がある。
【００５５】
　このように、本発明の第二の態様によれば、本発明の転換性接着剤組成物を用いた接着
性被覆材は、患者の皮膚に対して適用可能である。その被覆材を取り外したり取り替えた
りしたいときは、支持層のうち光遮蔽層の部分を除去してもよい。その際、透明層におけ
る皮膚に面した表面上の転換性接着剤組成物は、周囲光又は人工光源、例えば白熱ランプ
、傾向ランプ、ＬＥＤ等に曝される。所与の時間経過後、転換性接着剤組成物の引き剥が
し強度は低減するので、透明層を患者の皮膚から取り除くことができる。
【００５６】
　このように、支持層と接着剤層とを有する上述の被覆材が実現され、支持層は除去可能
な光遮蔽層と透明層とを具備し、透明層は光遮蔽層と接着剤層の間に位置する。そして接
着剤層は、上述の転換性接着剤組成物を含む。
【００５７】
　いずれの汎用的な公知の遮蔽材料及び透明材料も、本発明の被覆材の支持層に用いるこ
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とが可能である。好適な被覆材は、フィルム支持層を有し、すなわち、光遮蔽層と透明層
が１枚のフィルムを備えているが、布製の層など他の支持層も使用可能である。
【００５８】
　「フィルム」という用語は、薄いシート又は巻き取り紙の意味で用いる。通常は熱可塑
性ポリマーである。所与の条件下では、金属箔を光遮蔽層として用いることができる。例
えば、水分の透過や拡散が重要ではない場合である。
【００５９】
　本発明の被覆材は、汎用的な接着剤の替わりに本発明の転換性接着剤組成物を用いる点
、及び、転換性接着剤組成物を光に暴露しないことを要する点を除けば、汎用的な方法を
用いて製造可能である。支持層の光遮蔽層は、透明層に対して接着して結合してもよく、
ラミネートしてもよい。光遮蔽層を透明層から引き剥がすために必要な引き剥がし力は、
転換性接着剤組成物の粘着形態における引き剥がし力よりも弱くなければならない。
【００６０】
　本発明の被覆材は、特に、外傷の治療において有用である。従って、本発明は、上述の
被覆材を患者の外傷に貼付することを含む患者の外傷を治療する方法に有用である。この
方法はさらに、被覆材の光遮蔽層を除去した後に透明又は半透明層を通して接着剤組成物
を照射することにより接着剤組成物を非粘着状態として、被覆材を除去することを含む。
【００６１】
　本発明の転換性接着剤組成物に対して、種々の医薬を包含させることができる。「医薬
」とは、薬学的な作用剤であって、キシロカイン等の局部麻酔剤、硝酸銀等の制菌剤；ス
ルファジアジン銀及びクロルヘキシジンの形態が好適である抗菌剤；抗生物質；ステロイ
ド外用薬、酵素；組織覚醒剤；凝固剤、抗凝固剤及び抗真菌性剤を含む。軟化薬等の他の
作用剤もまた付加可能である。このような医薬の効果は、本発明の被覆材を用いた治療方
法に寄与することができる。
【図面の簡単な説明】
【００６２】
【図１】本発明による転換性接着剤組成物を用いた接着テープの断面図である。
【図２】本発明による被覆材の断面図である。
【図３】本発明による転換性接着剤組成物を用いた１つの接着ラベルの概略的な断面図で
ある。
【図４】本発明による転換性接着剤組成物の２つの実施例について、転換後の引き剥がし
力低下を示す、時間に対する引き剥がし力のグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００６３】
　以下、図面の実施例を参照して本発明を説明する。
　図１は、符号１で示される接着テープを示す。接着テープ１は、支持層２と転換性接着
剤組成物層３とを有する。支持層２は、光遮蔽層４と透明層５とを有し、透明層５は、光
遮蔽層４と転換性接着剤組成物層３の間に位置する。任意であるが、接着テープ１には、
適切な担体層及び保護層を設けてもよい。
【００６４】
　このような接着テープ１は、医療用途における外科用テープの形態とすることができる
。使用時には、転換性接着剤組成物層３が粘着状態にあるときに接着テープ１が患者の皮
膚に対して接着される。接着テープ１を患者の皮膚から除去したいときは、光遮蔽層４を
除去して透明層５を露出することにより、転換性接着剤組成物層３を可視光に暴露する。
可視光は、光開始剤に、転換性接着剤組成物に含有される硬化性分子によりフリーラジカ
ル架橋を開始させる。この結果、転換性接着剤組成物はその粘着性と引き剥がし強度を失
う。転換性接着剤組成物が粘着状態から非粘着状態に完全に転換するために要する時間は
、例えば、数秒から数分に亘る。その後、接着テープは、患者を傷付けることなく患者の
皮膚から除去される。
【００６５】
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　図２は、本発明による医療用被覆材を患者に使用したときの概略的な断面を示している
。
【００６６】
　医療用被覆材１０は、患者の皮膚２０に付着されている。医療用被覆材１０は、保護支
持層４０の下に配置された外傷側吸収層３０を有する。保護支持層４０は、対向する縁部
５０、６０に転換性接着剤組成物７０を設けられており、これらは、可視光及び／又は紫
外光の影響下で架橋可能な基を含有する。
【００６７】
　保護支持層４０は、カバー８０を設けられており、これは弱接着剤９０により保護支持
層４０に対して除去可能に固定されている。別の構成として、図示しないが、カバー８０
が保護支持層４０にラミネートされていてもよい。除去を容易とするために、カバー８０
は、その縁部１００，１１０が保護支持層４０より張り出している。
【００６８】
　医療用被覆材１０を患者の皮膚２０から除去したいときは、カバー８０の縁部１００、
１００を摘んで保護支持層４０から剥がし、転換性接着剤組成物７０を紫外光又は可視光
の照射に曝す。この照射により、フリーラジカルが生じ、これが硬化性分子に硬化反応を
起こさせ、所与の時間（使用する接着剤組成物に依存する）の経過後、転換性接着剤組成
物７０は、患者を傷付けることなく医療用被覆材１０を除去することができる程度までそ
の粘着性を失う。
【００６９】
　カバー８０の除去自体が患者を傷付けないように、弱接着剤９０がカバー８０を保護支
持層４０に接着させる引き剥がし強度を、転換性接着剤組成物７０が医療用被覆材１０を
患者の皮膚２０に接着させる引き剥がし強度よりも小さくすべきである。
【００７０】
　転換性接着剤組成物７０は可視光及び／又は紫外光に暴露されると粘着性を失うので、
医療用被覆材１０が患者に貼付されている実質的な期間には転換性接着剤組成物７０が光
に曝されないことが望ましい。従って、転換性接着剤組成物７０は、最初はその表面に除
去可能な紙（図示せず）を設けられていてもよく、それは好適には可視光及び紫外光に対
して不透明でありかつ必要なときには医療用被覆材が直ぐに使用できるように転換性接着
剤組成物７０から容易に剥がせるものとする。
【００７１】
　医療用途に用いる転換性接着剤組成物の混合物の成分組成に対する別の要請は、接着剤
組成物に粘着状態から非粘着状態への転換を生じさせることなく滅菌処理が可能なことで
ある。
【００７２】
　図３は、本発明を、例えば、除去可能な製品ラベル等の単純な２層素材に適用可能とす
る方法を示す概略的な断面図である。
【００７３】
　製品ラベルは、符号２１０で示され、本発明による転換性接着剤組成物からなる接着剤
組成物層２１３と、転換性接着剤組成物層２１３上を覆って光を遮蔽する光遮蔽層２１４
（フィルムの形態でよい）とを有する。この実施例では、光遮蔽層２１４がさらに引き剥
がしタブ２１５を設けられることにより、製品ラベル２１０を、それが貼付された製品表
面から容易に除去することができる。
【００７４】
　除去可能な製品ラベルの場合、光遮蔽層を除去するために必要な引き剥がし力を、粘着
状態にある転換性接着剤組成物を製品から除去するために必要な引き剥がし力よりも小さ
くすることは重要ではない。実際、転換性接着剤組成物層の一部が光遮蔽層とともに除去
されるとすれば、それは好ましいことである。製品上に残っている転換性接着剤組成物の
残渣は、その後、光に暴露されることにより非粘着状態に転換することができる。非粘着
状態の接着剤残渣は、擦ったり洗ったりすることにより製品表面から容易に除去できる。
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【００７５】
　光遮蔽層２１４は、その表面にデザインや標識を有してもよい。所与の実施例では、デ
ザインや標識が光遮蔽効果を付与するものでもよく、その場合、光遮蔽層２１４と転換性
接着剤組成物層２１３の間の界面に配置されることにより、引っ掻き傷から保護すること
ができる。
【００７６】
　上述した通り、結合硬化性基を有する転換可能接着剤における問題の１つは、それらの
合成が困難なことである。さらに、それらはしばしば１分を超える転換時間を必要とする
。特に、アクリレート内部官能化転換性接着剤の重合は、多数の溶媒を使用する必要があ
る。これは、第１には、医療用接着剤として適切な十分に高分子量かつ低モノマー濃度の
ポリマーを生成するためであり、第２には、官能化成分とポリマー主鎖との反応を起こさ
せるためである。
【００７７】
　多数の溶媒を必要とし、よって溶媒の交換ステップを必要とする接着剤製造プロセスは
、複雑であり、時間を要しかつ高価となる。
【００７８】
　これに対し、本発明の転換性接着剤組成物は、容易に入手可能な接着剤成分と、アクリ
レート官能基を有する硬化性のモノマー又はオリゴマーとの混合物から製造可能であり、
それらは、照射によりモノマー又はオリゴマーの間に化学結合を形成し、よってポリマー
架橋を形成する。このような架橋の効果は、接着剤成分のポリマー鎖と互いに拘束し合う
三次元ポリマーネットワークを構築することであり、それによりそれらの運動性と自由体
積を低減する。この変化は、極めて迅速に生じ、圧力感知接着剤組成物を低粘着性とする
。転換性接着剤組成物を剥がすために必要な力は、照射後には大きく低減し、少なくとも
６０％～９０％低下することが見出された。
【００７９】
　適切な硬化性のモノマー及びオリゴマーの例は、アルコール、グリコール、ペンタエリ
トリトール、トリメチルプロパン、グリセロール、ビスフェノールＡエポキシド、脂肪族
エポキシド、芳香族エポキシド、脂肪族ウレタン、芳香族ウレタン、シリコーン、ポリエ
ステル及びポリエーテル並びにこれらのエトキシレート種又はプロポキシレート種のアク
リル酸エステル又はメタクリル酸エステルであり、単独で又は混合物として使用される。
【００８０】
　以下、実施例を参照して本発明をさらに説明する。以下の実施例においては、成分組成
が次の１～４の順に挙げられている。
　　１　ベース接着剤成分
　　２　硬化性分子
　　３　光開始剤
　　４　安定剤（含有する場合）
【００８１】
・実施例１
　　　　組成　　　　　　量（ｇ）
　　１　GMS788　　　　５０
　　２　CN925　　　　　　５
　　３　Irgacure784　　　０．５
【００８２】
・実施例２
　　　　組成　　　　　　量（ｇ）
　　１　GMS788　　　　３０
　　２　CN925　　　　　４
　　３　Irgacure784　　　０．１
　　４　Irganox　　　　０．０２
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・実施例３
　　　　組成　　　　　　量（ｇ）
　　１　Aroset1450Z40　　３０
　　２　CN925　　　　　１２
　　３　Irgacure784　　　０．５
　　４　Irganox　　　　　０．０８
【００８４】
・実施例４
　　　　組成　　　　　　量（ｇ）
　　１　GMS788　　　　　３０
　　２　Ebecryl870　　　　３
　　３　Irgacure784　　　　０．３
　　４　Irganox　　　　　０．０２
【００８５】
・実施例５
　　　　組成　　　　　　量（ｇ）
　　１　Duro-Tack180-129A　２０
　　２　CN925　　　　　　２．５
　　３　Irgacure784　　　　０．２５
　　４　Irganox　　　　　　０．０２
【００８６】
・実施例６
　　　　組成　　　　　　量（ｇ）
　　１　PolytexSP8002　　４０
　　２　CN925　　　　　　５
　　３　Irgacure784　　　０．５
　　４　Irganox　　　　　０．０３
【００８７】
・実施例７
　　　　組成　　　　　　量（ｇ）
　　１　GMS1753u　　　　４０
　　２　EtoxPETA　　　　１６
　　３　Irgacure819　　　　０．５
　　４　MEHQ　　　　　　０．０３
【００８８】
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【表２】

【００８９】
・調製方法の詳細
　各実施例における全ての成分は、密閉可能なガラス容器に投入され、赤色光条件下で約
６０分間、磁気スターラーを用いて均一溶液となるように混合された。得られた転換性接
着剤組成物溶液は、その後、スプレッダーを用いて剥離ライナー上で約６０μmのコーテ
ィング厚さに拡げられ、乾燥させるために室温で１０分間放置された。
【００９０】
　その後、転換性接着剤組成物コーティングは、実施例３を除き、換気ファン付きの炉内
で１１０℃にてさらに１０分間乾燥させられた。実施例３については１００℃にて３０分
間乾燥させられた。乾燥後、転換性接着剤組成物コーティングの厚さは約３０μmであっ
た。
【００９１】
　最後に、引き剥がし試験の準備として、２３μmのHostaphaneRNK2600(ポリエステル)フ
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手順は、赤色光条件下が行われた。
【００９２】
・引き剥がし力の測定
　引き剥がし強度は、２０分の放置時間の後、LLOID試験装置（L2000R）を用いて、FINAT
試験方法FTM1により同定された。但し、高密度ポリエチレン(HDPE)プレートを基板として
用い、さらに、１回の引き剥がし力測定の時間フレーム内で必要な全てのデータを収集す
るために引き剥がし速度を１００mm／分とした。
【００９３】
　転換性接着剤組成物の転換は、転換性接着剤組成物フィルム(HDPEプレートに接着させ
たもの)を、PET担体フィルム支持体を通して光に暴露することにより得られた。光の強度
は、広いスペクトルをもつ５００wのハロゲンランプによる約１２０００luxである。ここ
で、需要者の意図する光源（光開始剤に適合するスペクトルをもつＬＥＤ）により得られ
る転換時間は、上記の広いスペクトルをもつランプにより得られる値よりも短くなるであ
ろうことに留意されたい。しかしながら、光開始剤に適合した光源をこれらの試験で用い
ると、比較を目的とした転換時間の正確な測定が困難となってしまう。なぜなら、全ての
転換時間が極めて短時間となるからである。種々のコーティングによる転換時間は、約１
分間の連続的な引き剥がし強度試験の間に、照射開始時点から実質的に瞬間的な粘着性低
下を生じた時点までの時間として計測された（すなわち、転換性接着剤組成物は、照射さ
れつつ一定時間の間、引き剥がされた）。引き剥がし強度及び転換時間は４回測定され、
転換時間及び引き剥がし強度（転換前と転換後）の平均値が計算された。
【００９４】
・転換性接着剤組成物の転換
　以下の表３では、光暴露後の引き剥がし強度の低下を百分率で示した［転換率(％)］と
して結果を示している。計算は、以下の式により行った。
　（１－P1／P2）＊１００＝［転換率(％)］
　上式中、P1は、光暴露後の引き剥がし強度であり、P2は、当初の引き剥がし強度である
。
【００９５】
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【表３】

【００９６】
　実施例７の転換性接着剤組成物は、特にラベルに適している。なぜなら、高粘着性であ
り、残渣を極めて容易に除去でき、かつ、転換率が非常に高いからである。これは、おそ
らく皮膚への適用には不向きである。
【００９７】
　図４は、実施例３及び４についての、時間に対する引き剥がし力のグラフである。この
グラフは、転換性接着剤組成物を光に暴露した数秒以内に引き剥がし力が大きく低下する
ことを示している。
【００９８】
　実施例４は、繰り返し被覆することが必要でありかつ仮に非転換性接着剤を用いたなら
ば皮膚の損傷が大きいと考えられる慢性的な傷や永久的な小孔を治療する際に用いる医療
用被覆材に適用を見出せる転換性接着剤組成物の例である。実施例４の転換性接着剤組成
物は、転換していない状態では強力な接着性を呈するが、転換後には、引き剥がし強度が
著しく低下し、転換後には患者に不快感を与えたり脆弱な皮膚を傷つけることなく、この
転換性接着剤組成物を用いた医療用被覆材を除去できる。
【００９９】
　実施例３は、非常に傷つきやすい材料、例えば、微細な製造ライン作業に適した転換性
接着剤組成物の例である。この接着剤組成物は、製造プロセスにおける所与のステップに
おける製造ライン上に信頼性をもって部品を位置付けるために十分な当初の粘着性を有す
る。この部品を乱すことなくこの低粘着性のまま光遮蔽層を除去することが可能である。
転換後は、引き剥がし強度がほぼ無視できる値にまで低下するので、処理された部品を製
造ラインから容易に取り除くことができる。
【０１００】
　本発明は、接着性被覆材の用途に限定されない。他の技術的用途の例としては、除去可
能ラベル、壊れ物や傷付きやすい物品の荷造り及び取扱い、圧力感知転換性接着テープを
付着した１又は複数の部品を構造に組み込む製造ラインがあり、接着テープは照射後に容
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易に除去できる。他の例としては、車両用ラベル、店舗床用マーカー、壁紙、及び、ポス
ターや標識の接着固定である。
【符号の説明】
【０１０１】
　１　接着テープ
　２　支持層
　３　転換性接着剤組成物層
　４　光遮蔽層
　５　透明層
　１０　医療用被覆材
　２０　患者の皮膚
　３０　外傷側吸収層
　４０　保護支持層
　５０、６０　縁部
　７０　転換性接着剤組成物
　８０　カバー
　９０　弱接着剤
　１００、１１０　縁部
　２１０　製品ラベル
　２１３　転換性接着剤組成物層
　２１４　光遮蔽層
　２１５　引き剥がしタブ

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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